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JAニュース
１
月
27
日
に
、
令
和
４
年
産
島
根
西
条
柿
「
こ
づ
ち
」
出

荷
反
省
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
第
40
回
島
根
西
条
柿

「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
褒
章
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
26
点
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
よ
り
平
木
正

美
さ
ん
（
三
隅
町
東
平
原
）
が
最
優
秀
賞
（
こ
づ
ち
賞
）
農

林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
平

木
さ
ん
は
「
目
標
と
し
て
い
た
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
嬉
し
い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
わ
み
中
央

西
条
柿
生
産
組
合
品
評
会
に
お
い
て
も
最
優
秀
賞 

浜
田
市

長
賞
も
受
賞
さ
れ
Ｗ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

当
生
産
組
合
は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
生
産

者
の
減
少
や
栽
培
面
積
が
縮
小
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
８

年
ぶ
り
に
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
生
産
者
の
栽

培
意
欲
向
上
お
よ
び
産
地
活
性
化
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に

な
る
う
れ
し
い
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
１
日
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
野
菜
生
産
振
興
協
議
会

な
す
部
会
、
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
は
、
反
省
会
と
、
今
年
の
栽
培

講
習
会
を
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
合
わ
せ
て
11
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
意
見
、
情
報

交
換
の
場
に
も
な
り
大
変
有
意
義
な
時
間
を
共
有
出
来
ま
し

た
。
な
す
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
生
産
、
出
荷
、
栽
培
の

状
況
を
中
心
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
て
は
西
部
農
林
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
か
ら
須
田
普
及
員
と
三
木
講
師
を
招
き
、
今
年

の
生
育
、
出
荷
実
績
、
栽
培
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
キ
ャ

ベ
ツ
は
水
田
園
芸
６
品
目
の
一
つ
で
当
地
区
本
部
管
内
で
も

年
々
生
産
拡
大
し
て
い
ま
す
。
品
種
比
較
試
験
や
加
工
用

キ
ャ
ベ
ツ
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
非
常
に
熱
心
な
生
産
者

ば
か
り
で
講
習
会
が
終
わ
っ
た
後
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

浜
田
東
支
店
（
上
府
事

業
所
で
も
同
時
開
催
）
で

は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

様
に
日
頃
か
ら
の
感
謝
を

込
め
て
令
和
５
年
１
月
23

日
～
２
月
３
日
の
期
間
、

来
店
感
謝
デ
ー
「
あ
り
が

と
う
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
期
間
中
は
Ｊ

Ａ
女
性
部
の
作
っ
た
炊
き

込
み
ご
飯
や
赤
飯
、
た
ま

ご
な
ど
を
来
店
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
か
ら
来
店
さ
れ
た
方
に
感

謝
と
今
後
の
ご
利
用
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

祝
!!
こ
づ
ち
賞
８
年
ぶ
り
に

浜
田
へ
帰
還
!!!!

令
和
５
年
な
す
・
初
夏
キ
ャ
ベ
ツ

反
省
及
び
栽
培
講
習
会

感
謝
を
込
め
て

あ
り
が
と
う
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
開
催

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2023年３月号

野菜の特性と養分管理のコツ!! 野菜の特性と養分管理のコツ!! 前編
野菜によって収穫対象となる部位は異なります。葉が可食部位になるものや根が可食部位になるもの

があり、収穫する部位が異なれば求められる収量や品質も異なりより良い収量、品質にするためには養
分管理の方法も変わってきます。そこで野菜の特性とそれに見合った養分管理のコツについて紹介しま
す。今回（前編）は下記の野菜について説明します。

２．結球野菜２．結球野菜
特 性 葉が巻きながら重なり、球状になる野菜を指します。ハク

サイやキャベツ、レタスなどが挙げられます。リーフレタス
のように完全に球状にならないものもあります。（半結球）結
球野菜もまた、栄養成長期に収穫する野菜です。養分吸収量
のピークは野菜の種類によって異なりますが、窒素を施用す
るタイミングを逃すと、その後に施用しても効かせることが
できません。たとえばハクサイは外葉が形成される後期から
結球初期にかけて養分吸収がピークに達します。このタイミングで窒素が欠乏するとその
後の肥大期に与えたとしても収量向上につながりません。

養分管理
の コ ツ

養分吸収量のピークは野菜の種類によって異なると書きましたが、種類によっては好ま
しい肥料養分の種類も異なります。

たとえば、ハクサイはホウ素、キャベツはホウ素とカルシウム、レタスはカルシウムの
要求量が多いので、それぞれが好む肥料養分が欠乏しないように心がけましょう。

またこれらの野菜は酸性土壌に弱いため土壌pHが酸性に傾いている場合は石灰質肥料を
中和しておきましょう。

１．軟弱野菜１．軟弱野菜
特 性 アブラナ科、ユリ科、セリ科などの野菜が軟弱野菜に含ま

れます。
主な品目としてはホウレンソウやコマツナ、シュンギクな

どが挙げられます。「軟弱」の名のとおり植物体は傷みやすく、
常温で保存すると品質低下しやすい特徴があります。デリケー
トな野菜ですが、簡易的な栽培施設や装備等で数多く作付け
することができ、栽培労力も比較的少なく済むというメリッ
トがあります。

養分管理
の コ ツ

これらの野菜は栄養成長段階で収穫される野菜です。栄養成長期は個体維持を目的とす
るため、茎葉を伸ばすために窒素を必要とします。そのため、肥料の与え方が収量や品質
に大きく関わってきます。

葉を食用とする野菜は特に窒素を必要としますが、窒素過剰も窒素不足も生育に好まし
くありません。

生育期間が短く、年間で数回栽培される軟弱野菜は、肥料成分が土壌中に蓄積しやすく
特に連作している圃場では土壌中の無機体窒素が蓄積しやすいため、土壌分析結果を考慮
し、その結果によっては減肥を行う必要もあります。土壌分析結果や植物体の変化をよく
観察しながら、適切に施肥を行いましょう。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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西部農林水産振興センターからのお知らせ

安全確認と予防対策でトラクター事故を未然に防ごう！

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5615）

〇乗用型トラクターの死亡事故原因
乗用型トラクターの死亡事故原因の大半は「機械の転落・転倒」

によるものです。トラクターは重心が高くバランスを崩して転落・
横転する単独事故を起こしやすい乗り物である事を認識し、安全確
認を十分に行い公道でのルールを守るとともに事故の予防対策を講
じることが大切です。

〇事故発生時の対応も確認を
事故を未然に防止できることが最善ですが、万一事故が起こった際にも慌てずに対応できるように事故発

生時の対応手順や緊急連絡先の確認をしておきましょう。

農作業事故により亡くなる方は、日本全国で毎年約300人にも及びま
す。また、就業者10万人当たりの死亡事故者数は10.5人であり、他産
業に高い状況で推移しています。

令和３年の農作業死亡事故を要因別にみると、「農業機械作業に係る
事故」が171人（70.7％）で、そのうち「機械の転落・転倒」が最大の
割合（49.1％）を占めています。

春作業が本格化し、トラクター作業が忙しい時期に入ります。事故を
未然に防ぐために、今一度安全確認と予防対策を見直しましょう！

事故予防対策のポイント
 日常的な点検･整備
●タイヤや部品の異常は無いか、異音が発生していないか走行前に確認しましょう。
●良好な状態を保つために定期的なメンテナンスを実施し、整備記録台帳への記帳に努めましょう。

 確実な運転操作
●安全フレームは確実に立て、シートベルトを必ず着用し、ヘルメットの着用にも努めましょう。
●道路上を走行する際は左右のブレーキを連結していないとブレーキを踏んだときに急旋回し、転落・

横転しやすくなります。道路走行時は必ず左右のブレーキを連結しましょう。
●傾斜地等での停車時、自重で自然に動き始め、事故に繋がる事例があります。できるだけ平坦な場

所を選んで停車し、確実に駐車ブレーキをかけましょう。

 危険な場所の把握
●ほ場の入り口など傾斜が大きい場所への進入時には特に気をつけ

ましょう。
●ハンドルを取られやすい農道の凸凹、転落の危険がある用水路と

周辺をしっかり確認しましょう。
●複数人で作業する場合、お互いに危険な場所を共有しておくこと

が事故の予防に繋がります。

進入注意進入注意

引用：農林水産省ホームページ

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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よ
う
こ
そ
「
阿
刀
の
里
」
へ

全
国
家
の
光
大
会
で
体
験
発
表

み
ん
な
で
繋
ぐ
強
い絆

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
米
一
握
り
運
動

旭
女
性
部　
み
そ
作
り

２
月
16
日
～
17
日
に
京

都
府
で
第
64
回
全
国
家
の

光
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
家
の
光
記
事
活
用
体

験
発
表
に
て
島
根
県
代
表

と
し
て
、
江
津
女
性
部
の

平
川
節
美
部
長
が
跡
市
の

店
舗
「
阿
刀
の
里
」
で
家

の
光
記
事
を
使
っ
た
お
菓

子
教
室
な
ど
で
仲
間
作
り

を
し
て
い
る
活
動
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
の
前
で
緊
張
し
な
が
ら

も
堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
江
津
市
跡
市
町
と
そ
こ
に
住
む
仲
間
の
魅
力
を
た
く
さ

ん
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
員
統
一
行
動
で
お
米
を
一
握
り
持

ち
寄
り
、
子
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
大
学
等
に
寄
贈

す
る
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
管
内
の
江
津
市
・
浜
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
「
い
わ
み
と
も
だ
ち
食
堂
」「
多
世

代
ふ
れ
あ
い
食
堂
片
庭
エ
ー
ゲ
21
」
へ
お
米
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
当
日
は
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
と
平
川
節
美
副
部
長
が
訪
問

し
、
寄
贈
先
で
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
元
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
を
今
後
も
女
性
部
と
し
て

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

旭
女
性
部
は
丸
原
セ
ン
タ
ー
で
み
そ
作
り
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
家
庭
で
煮
て
き
た
大
豆
を
持
参
し
、
塩
と
糀
を
混

ぜ
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
皆
さ
ん
で
楽
し
く
言
葉

を
交
わ
し
な
が
ら
み
そ
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
寒
い
こ
の

時
期
に
準
備
し
た
み
そ
は
涼
し
く
な
る
秋
口
に
食
べ
ご
ろ

を
迎
え
ま
す
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



令和４年度は「JA女性　想いをひとつに　かなえよう 」の実践初年度として、女性部員が共通の
認識を持ち、一丸となって実践すべく、ＪAを拠りどころに地域や仲間とつながり、守り、関わること
で食・農・地域の活性化と仲間づくりやJA事業へ積極的な運営参加をすすめました。引き続くコロナ禍
ではありましたが、「出来る事をやっていこう」を思いに様々な活動にチャレンジしました。

仲間を誘い活動の輪を広げよう！
～部員一人が一人の仲間を増やそう～

部員
募集

JA女性部は、部員を随時募集しています。
楽しいことを多くの仲間と共に実現しましょう。
お問い合わせ JAしまねいわみ中央地区本部　企画総務部　ふれあい課

TEL：0855-22-0202　FAX：0855-23-3184

フードバンク支援活動

JA女性部視察交流　JA出雲女性部と視察交流

かあちゃんの一押し献立

JA女性部・職員との交流

コロナ禍で生活に困窮しておられる方々の状況
を知り、支えになればといわみ中央女性部として
部員全員でフードバ
ンク運動を展開しま
した。集まった食材
は江津市・浜田市の
社会福祉協議会へ贈
呈しました。

出雲女性部と合同で浜田市金城町にあるTC浜田
農場にトマト栽培の視察に行きました。視察後に
は場所を変え交流会を開催しました。出雲女性部
とのひと時の楽
しい時間を過ご
しました。

山陰中央新報のかあちゃんの一押し献立へ浜田・
金城女性部の一品料理を掲載しました。

JA女性部員・職員の親睦・交流を深める場とし
て三隅運動公園でグランドゴルフを開催しました。
親睦が目的であるため女性部員・職員でペアを組
んで一つのボールを交互
に打っていく特別ルール
で行いました。色々な話
をしながら楽しくプレー
でき参加した皆さんに大
変好評でした。

浜田女性部浜田女性部
大葉巻きアジフライ大葉巻きアジフライ

金城女性部金城女性部
干し大根とほうれん草のスキムミルク入りポン酢和え干し大根とほうれん草のスキムミルク入りポン酢和え

ＪＡ女性部通信ＪＡ女性部通信
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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２月９日、JA女子大学７期生は当地区本部で「みそ作り」に挑戦しました。講師にJA
女性部の德田マスヱ部長と平川節美副部長を迎え、地元弥栄産の白大豆と糀（こうじ）を
使い仕込み作業がスタートしました。はじめに糀と塩をよく混ぜた中に、軟らかく煮た大
豆を合わせ、順番に電動ミンサーにかけていきみそ団子を作りました。空気が入らないよ
うに容器に詰める作業では思っていた以上に力仕事！少し疲れた様子ながらも「秋の出来
上がりがとても楽しみ」とほほ笑んでいました。出来上がったみそは各自自宅に持ち帰っ
て保管しますが、同じ材料、同じ手順で作っても管理の仕方や環境によって出来上がりの
味が違ってくるそうです。待ち遠しい食べごろは秋口、きっと格別の味がするはずです。

２月講座「みそ作り」
い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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機構図 令和５年３月１日現在
付派嘱パ☆特係補

総
務
課
付

派

遣

嘱

託

パ
ー
ト

准
・
定
期

特
別
職
員

係

長

補

佐
地 区 本 部 長 佐々木　　　豊

地区本部統括部長 平　谷　義　弘

企画総務部 部 長 平　谷　義　弘

次 長 小田　和彦
次 長 山本　泰介

次 長 坂井　文幸

営農経済部 部 長 岡　本　恭　吉 統 括 支 店 支店長 和田守　正　則

ふ
れ
あ
い
課
課

長

小
田
　
和
彦

Ｓ
Ｓ
浜
田
店
店

長

山
本
　
　
敦

企
画
管
理
課
課

長

山
根
　
庄
二

農

産

課
課

長

淺
野
　
博
照

共

済

課
課

長

今
若
　
　
司

総

務

課
課

長

坂
田
　
憲
昭

経

済

課
課

長

柳
光
　
孝
紀

営
農
企
画
課
課

長

肥
後
　
利
信

あ
ぐ
り
南
店
店

長

宮
田
　
高
幸

特

産

課
課

長

河
野
　
成
幸

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

Ｃ

長

長
見
　
　
伸

あ
ぐ
り
中
央
店

店

長

三
浦
　
　
勇

き
ん
さ
い
市
場

店

長

佐
々
木
千
秋

金

融

課
課

長

内
田
　
浩
史

森
本
　
睦
美

☆

土
井
　
眞
代

高
木
　
大
祐

川
田
　
　
翼

坂
本
　
雄
章

パ
平
坂
　
千
春

佐
々
木
　
謙

特
竹
原
　
啓
示

☆

石
橋
し
お
り

補
森
岡
　
拓
史

湊
　
　
秀
明

遅
越
　
晃
弘

☆

中
村
　
　
隆

☆

齋
藤
三
智
枝

☆

上
山
　
忠
治

補
石
本
　
達
也

☆

田
中
　
美
鈴

☆

山
田
　
安
美

パ
松
岡
　
理
沙

付
笹
田
　
　
佳

付
長
谷
　
真
菜

付
住
田
　
　
雪

付
高
野
　
槙
子

付
山
根
記
美
佳

付
木
曽
　
賢
史

☆

山
根
　
真
理

☆

池
田
　
孝
子

☆

天
津
　
久
美

☆

中
根
　
智
枝

☆

伴
　
　
直
子

☆

岡
本
　
慎
也

パ
小
川
　
裕
子

パ
能
美
　
修
子

パ
川
﨑
　
美
香

平
藪
み
ど
り

佐
々
木
亮
太

青
笹
　
貴
大

新
矢
　
邦
博

伏
田
　
清
貴

☆

高
田
　
良
幸

☆

稲
岡
久
美
子

☆

杉
本
　
由
美

☆

山
下
　
秀
男

係
岩
下
　
元
一

畑
岡
　
将
平

特
佐
々
尾
光
代

パ
佐
々
木
千
文

係
本
田
　
健
史

清
本
　
良
太

小
田
　
良
平

下
谷
　
佳
大

☆

岩
田
　
唯
昭

嘱
森
脇
　
　
勉

特
佐
々
木
清
繁

嘱
佐
々
木
健
二

補
吉
原
　
準
二

植
田
　
和
久

川
神
　
昌
之

三
浦
　
雄
司

☆

三
浦
由
利
美

☆

前
田
　
妙
子

岩
本
　
亜
己

特
幸
田
　
　
誠

☆

上
田
　
正
人

特
岡
﨑
　
尚
之

☆

松
原
　
和
志

パ
徳
富
　
規
子

笹
田
　
真
司

槙
本
　
譲
治

古
森
　
善
樹

長
岡
　
　
渉

パ
西
谷
　
良
二

パ
宮
本
　
幸
子

共済事務センター C長 三浦　　聡

金 融 企 画 課 補 大屋　　希

共 済 指 導 課 田中　晴海

金 融 相 談 課 特 田村　友美

共 済 指 導 課 森下　将俊

金 融 相 談 課 佐々木正典

共済事務管理課 若本加奈子

為 替 課 土橋　賢人

事 務 管 理 課 補 小川　喬志

ふれあい福祉課 課長 井上まゆみ

経 理 管 財 課 山根三紗子

監 査 部 伊藤　祐樹

本店勤務者

益 田 東 支 店 課長 河上　辰士
他地区本部勤務者

特 大堂　和敏
めぐみ出向

佐々木　誠
JA葬祭センター

斎藤　英司 ☆ 榎　眞理子
支援センター出向

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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いわみ中央地区本部
浜

田

支

店
支
店
長

塚
田
　
幸
輝

浜
田
西
支
店
支
店
長

大
屋
　
亮
太

江

津

支

店
支
店
長

原
田
　
英
男

三

隅

支

店
支
店
長

田
中
　
貴
之

金

城

支

店
支
店
長

岡
田
佐
恵
子

浜
田
東
ふ
れ
あ
い
店

店

長

山
口
　
晋
哉

雲
城
ふ
れ
あ
い
店
店

長

平
藪
　
政
昭

弥
栄
事
業
所
所

長

吉
田
　
篤
行

旭

事

業

所
所

長

岡
本
　
裕
次

江
津
西
ふ
れ
あ
い
店

店

長

米
原
　
裕
之

澤
江
　
彩
佳

特
中
山
　
博
幸

☆

池
田
　
理
香

渉
外
課
長
山
縣
　
正
治

嘱
靜
本
　
千
文

業
務
課
長
堀
　
　
洋
子

業
務
課
長
三
浦
麻
紀
子

☆

佐
々
木
福
美

渉
外
課
長
河
野
　
純
治

次

長

後
山
　
敦
己

次

長

大
野
　
耕
志

次

長

小
笹
　
雅
彦

次

長

岩
地
　
達
也

渉
外
課
長
大
田
　
健
一

☆

大
江
　
由
美

渉
外
課
長
水
野
　
真
弥

業
務
課
長
横
田
　
　
慎

☆

中
上
奈
穂
子

業
務
課
長
若
本
　
貴
志

業
務
課
長
濱
田
　
三
郎

澁
谷
　
光
紀

串
﨑
　
秀
美

特
新
田
　
孝
男

中
根
　
嘉
昭

森
川
　
脩
平

向
井
　
和
弘

中
山
　
春
美

吉
田
　
伸
子

手
島
　
孝
侑

本
田
　
千
恵

近
藤
　
奈
々

寺
田
　
光
博

☆

森
脇
　
宏
道

☆

戸
田
美
里
子

特
山
藤
真
紀
夫

西
村
　
香
織

水
野
久
仁
子

佃
　
　
真
緒

山
本
　
聖
愛

☆

前
原
　
逸
子

☆

花
木
　
美
幸

☆

田
畑
　
真
衣

☆

田
原
香
那
恵

パ
川
上
　
志
穂

佐
々
木
佐
芳

松
浦
　
樹
香

石
川
　
七
海

☆

川
神
　
珠
美

☆

久
谷
　
春
菜

大
中
　
靖
友

橋
岡
　
泰
珠

布
田
　
有
祐

住
田
　
祥
樹

佐
伯
真
由
美

☆

田
村
　
　
豊

特
河
﨑
美
智
恵

特
前
田
　
光
子

鳥
井
　
美
樹

井
下
亜
矢
子

門
脇
　
友
奈

芝
田
　
　
愛

☆

福
原
　
幸
子

☆

柳
光
久
美
子

☆

遅
越
　
　
香

特
笠
井
あ
け
み

松
原
　
理
恵

小
泓
奈
々
美

☆

山
本
由
紀
子

☆

永
澤
　
和
恵

☆

山
根
　
由
美

☆

小
林
　
佳
澄

パ
榎
　
ゆ
き
恵

吉
田
　
祐
美

山
﨑
　
有
咲

長
田
妃
花
里

☆

山
本
　
朋
子

☆

岡
本
　
祐
子

特
永
見
　
　
建
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人事異動のお知らせ
氏　　名 新　　任 旧　　任

大屋　亮太 浜田西支店長 浜田西支店長兼長浜事業所長兼美川事業所長
原田　英男 江津支店長　 江津支店長兼江東事業所長
岡田佐恵子 金城支店長 金城支店長兼渉外課長兼波佐事業所長
後山　敦己 浜田支店次長　 浜田東支店長兼上府事業所長
大野　耕志 浜田西支店次長　 浜田西支店　業務課長
小笹　雅彦 江津支店次長　 浜田西支店　渉外課長兼FA
岩地　達也 金城支店次長 金城支店　業務課長
吉田　篤行 浜田支店　弥栄事業所長 弥栄支店長兼弥栄営農経済センター長
岡本　裕次 金城支店　旭事業所長 旭支店長
山口　晋哉 浜田支店　浜田東ふれあい店長 浜田東支店　業務課長
米原　裕之 江津支店　江津西ふれあい店長 江津西支店　業務課長
平藪　政昭 金城支店　雲城ふれあい店長 雲城出張所長　
若本　貴志 浜田支店　業務課長 弥栄支店　業務課長
堀　　洋子 金城支店　業務課長 旭支店　業務課長
河野　純治 浜田支店　渉外課長 浜田支店　渉外課長兼FA
大田　健一 浜田西支店　渉外課長 企画総務部　総務課長補佐
水野　真弥 江津支店　渉外課長 江津支店　渉外課長兼FA
山縣　正治 金城支店　渉外課長 統括支店　共済課長
西村　香織 浜田支店　業務課 浜田西支店　業務課
水野久仁子 浜田支店　業務課 金城支店　業務課
山本　聖愛 浜田支店　業務課 江津西支店　業務課
松浦　樹香 浜田西支店　業務課 浜田支店　業務課
石川　七海 浜田西支店　業務課 江津西支店　業務課
門脇　友奈 江津支店　業務課 江津西支店　業務課
井下亜矢子 江津支店　業務課 江津西支店　業務課
長田妃花里 三隅支店　業務課 雲城出張所　業務課
松原　理恵 金城支店　業務課 旭支店　業務課
大中　靖友 浜田支店　渉外課 営農経済部　営農企画課　TAC
住田　祥樹 浜田支店　渉外課 江津支店　業務課
澁谷　光紀 浜田支店　渉外課 浜田支店　支店長付　地域担当渉外
串﨑　秀美 浜田支店　渉外課 弥栄支店　業務課
寺田　光博 浜田西支店　渉外課 江津支店　渉外課
本田　千恵 浜田西支店　渉外課 浜田東支店　業務課
澤江　彩佳 浜田西支店　渉外課 弥栄支店　業務課
吉田　伸子 金城支店　渉外課 浜田支店　渉外課
手島　孝侑 金城支店　渉外課 旭支店　業務課
田畑　真衣 浜田支店　業務課 浜田西支店　業務課
田原香那恵 浜田支店　業務課 浜田営農経済センター
新田　孝男 浜田支店　渉外課 浜田東支店　支店長付　地域担当渉外
佐々木福美 浜田支店　弥栄事業所 弥栄営農経済センター
中上奈穂子 浜田支店　浜田東ふれあい店 浜田東支店　業務課
川神　珠美 浜田西支店　業務課 浜田支店　業務課

令和５年２月27日付

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



19

【定期人事異動】
氏　　名 新　　任 旧　　任

塚田　幸輝 浜田支店　支店長 企画総務部　企画管理課長
山根　庄二 企画総務部　企画管理課長 浜田支店　支店長
小田　和彦 企画総務部　次長兼ふれあい課長 江津西支店　支店長
山本　泰介 営農経済部　次長 営農経済部　次長兼経済課長
肥後　利信 営農経済部　営農企画課長兼TAC 営農経済部　営農企画課長
柳光　孝紀 営農経済部　経済課長 営農経済部　経済課長補佐
三浦　　勇 あぐり中央店長 三隅営農経済センター長
宮田　高幸 あぐり南店長 浜田営農経済センター長
今若　　司 統括支店　共済課長 企画総務部　ふれあい課長
佐々木千秋 営農経済部　営農企画課　きんさい市場店長 営農経済部　営農企画課長補佐
吉原　準二 あぐり中央店長補佐兼営農経済渉外員兼TAC 金城営農経済センター長
川田　　翼 企画総務部　企画管理課 浜田西支店　渉外課
三浦　雄司 あぐり中央店　営農経済渉外員 企画総務部　総務課付
植田　和久 あぐり中央店　営農経済渉外員兼TAC 江津支店　渉外課
川神　昌之 あぐり中央店　営農経済渉外員 営農経済部　経済課
佐々木　謙 あぐり南店　営農経済渉外員兼ＴＡＣ 営農経済部　営農企画課　TAC
新矢　邦博 統括支店　金融課　ローンアドバイザー 統括支店　ローンセンター　ローンアドバイザー
伏田　清貴 統括支店　金融課　ローンアドバイザー 統括支店　ローンセンター　ローンアドバイザー
長岡　　渉 営農経済部　農産課 浜田東支店　業務課
木曽　賢史 企画総務部　総務課付 統括支店　金融課
稲岡久美子 営農経済部　経済課 三隅営農経済センター
三浦由利美 あぐり中央店 江津営農経済センター
前田　妙子 あぐり中央店 浜田営農経済センター
石橋しおり あぐり南店 旭営農経済センター
竹原　啓示 あぐり南店　営農経済渉外員 金城営農経済センター
大江　由美 江津支店　江津西ふれあい店 浜田東支店上府事業所　支店長付

【地区本部から本店】
氏　　名 新　　任 旧　　任

大屋　　希 金融部　金融企画課長補佐 雲城出張所　業務課長
田中　晴海 共済部　共済指導課 浜田東支店　業務課
森下　将俊 共済部　共済指導課 浜田支店　渉外課

氏　　名 新　　任 旧　　任
中山　博幸 浜田西支店　渉外課 浜田西支店　支店長付　地域担当渉外
遅越　　香 江津支店　業務課 営農経済部　経済課
笠井あけみ 江津支店　業務課 江津西支店　業務課
戸田美里子 江津支店　渉外課 江津支店　支店長付　地域担当渉外
山藤真紀夫 江津支店　渉外課 江津西支店　支店長付　地域担当渉外
永見　　建 三隅支店　業務課 浜田支店　業務課
岡本　祐子 三隅支店　業務課 浜田西支店　業務課
山根　由美 金城支店　業務課 雲城出張所　業務課
永澤　和恵 金城支店　業務課 旭支店　業務課
前田　光子 金城支店　渉外課 金城支店波佐事業所　支店長付　渉外係
河﨑美智恵 金城支店　渉外課 金城支店　支店長付　地域担当渉外
田村　　豊 金城支店　渉外課 旭支店　支店長付　地域担当渉外
靜本　千文 金城支店　雲城ふれあい店 雲城出張所　業務課
池田　理香 金城支店　旭事業所 旭支店　業務課

令和５年３月１日付
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【本店から地区本部】
氏　　名 新　　任 旧　　任

石本　達也 企画総務部　総務課長補佐 金融部　金融企画課
青笹　貴大 統括支店　金融課 金融部　事務管理課
中根　嘉昭 江津支店　渉外課 共済部　共済指導課

【地区本部間異動】
氏　　名 新　　任 旧　　任

河上　辰士 益田東支店　金融共済課長 浜田西支店　業務課長
濱田　三郎 浜田西支店　業務課長 益田東支店　金融共済課長

【出向】
氏　　名 新　　任 旧　　任

佐々木　誠 （株）いわみ中央JA葬祭センター 三隅支店　支店長付　地域担当渉外
【再雇用者】

氏　　名 新　　任
田村　友美 金融部　金融相談課
佐々尾光代 統括支店　共済課

【採用者】
氏　　名 新　　任

森脇　宏道 江津支店　渉外課
【退職】

氏　　名 旧　任 備　考
田村　友美 金融部　金融相談課長補佐　 定 年 退 職
佐々尾光代 共済部　共済指導課長補佐 定 年 退 職
三浦　幸治 企画総務部　次長 依 願 退 職
森脇　宏道 江津営農経済センター長 依 願 退 職
稲田　勝志 旭営農経済センター長 依 願 退 職
横山　　幹 営農経済部　営農企画課　きんさい市場店長 依 願 退 職
浜崎美穂子 浜田西支店　渉外課 依 願 退 職
川本　領二 統括支店　共済課 契約期間満了
河﨑　貴義 弥栄営農経済センター 契約期間満了
濵﨑　麻子 統括支店　支店長付 契約期間満了
山藤　瑞江 江津支店　江東事業所 契約期間満了
新田　哲朗 浜田西支店　長浜事業所 契約期間満了
和田　正人 浜田西支店　美川事業所 契約期間満了
田畑眞美子 三隅支店　業務課 契約期間満了

令和５年２月28日付

年金相談会
４月20日㈭ 浜田西支店

午後３時から午後７時まで
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長
年
、
地
域
の
皆
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
た
波
佐
店
舗
（
浜
田
市

金
城
町
波
佐
）
が
令
和
５
年
２
月
末
を
も
っ
て
閉
店
い
た
し
ま
し
た
。

波
佐
店
舗
は
、
当
初
は
農
協
の
店
舗
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、

閉
店
ま
で
永
年
勤
め
ら
れ
た
山
本
勝
子
さ
ん
は
昭
和
52
年
職
員
と
し

て
波
佐
支
所
農
協
店
舗
に
赴
任
し
、
そ
の
後
に
農
協
か
ら
委
託
さ
れ

波
佐
店
舗
と
し
て
経
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
58
年
の
豪
雨
災
害
の
際
は
、
道
路
が
寸
断

さ
れ
、
家
屋
が
崩
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
中
、
買
い
物

困
難
に
な
っ
た
方
な
ど
が
た
く
さ
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
復
旧
事
業
に
伴
い
工
事
関
係
者
の
宿
舎
が
で
き
る
な
ど
店
舗

も
大
忙
し
の
日
々
で
し
た
。

数
年
前
に
は
、
体
調
面
か
ら
店
舗
を
閉
め
る
予
定
で
し
た
が
、
地

域
の
方
か
ら
「
お
店
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
」
と
い
う
声
に
「
も

う
少
し
頑
張
ろ
う
」
と
、
こ
の
度

の
閉
店
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

波
佐
店
舗
は
、
地
域
の
方
の
憩

い
の
場
と
し
て
の
存
在
も
大
き

く
、
来
店
さ
れ
た
方
は
、
山
本
さ
ん
と
お
話
を
し
な
が
ら
お
茶
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
閉
店
を
聞
い
た
地
域
の
方
は
、「
み
ん
な
の
拠
り

所
が
無
く
な
っ
て
寂
し
い
」
と
惜
し
ま
れ
な
が
ら
の
閉
店
と
な
り
ま
し

た
。山

本
さ
ん
は
、「
長
年
、
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。
可

愛
が
っ
て
い
た
だ
い
た
波
佐
店
舗
に
は
、
思
い
出
も
た
く
さ
ん
有
る
。

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
熱
く
な
る
。
農
協

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
45
年
余
り
、
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
45
年
余
り
に
渡
り
地
域
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
山
本
勝
子
さ
ん
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

波
佐
店
舗
と
山
本
勝
子
さ
ん

いわみ中央地区本部
ローンセンター
毎月 第２・第４土曜日

受付時間／9：30～16：00

４月

８日・22日

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ
©よりぞう

ローン相談
開催中

いわみ中央地区本部１階ローンセンターで

  お待ちしております!!

浜田市長浜町　江川 君子さん

サプライズ
「じゃんけんぱー」
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